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本日の内容

１
• 小児の免疫と感染症に関する基礎知識

２
• 抗菌薬（抗生物質）の役割について

３
• 感染症の予防（感染対策・ワクチン）

4 • 妊婦さんへの注意事項



本日の内容

１
• 小児の免疫と感染症に関する基礎知識

２
• 抗菌薬（抗生物質）の役割について

３
• 感染症の予防（感染対策・ワクチン）

4 • 妊婦さんへの注意事項



胎児期 新生児/乳児期 幼児期 学童期 高齢者成人期

“小児期”と言っても幅広い

小児期における感染症をテーマに

思春期

乳幼児期の対応を中心に



人は何回風邪をひくか？
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Lancet (London, England). 2003;361(9351):51-

59  

乳児期：6回
幼児期：4-6回
学童期：3-4回
成人期：2-3回

小児期は
特に頻度が高い



なぜ子供は感染症に罹患しやすいのか？

生後6か月頃に
母からの移行抗体は消失

出生妊娠中

お母さんから
赤ちゃんに
抗体が移行



なぜ子供は感染症に罹患しやすいのか？

ウイルス感染症（かぜ）を繰り返し
ながら免疫（抗体）を獲得していく

出生妊娠中

生後初めての発熱は
6か月以降に多い



生後3ヵ月未満の発熱は要注意！
乳児期前半は母体からの移行抗体

である程度守られている

出生妊娠中

特に生後3ヵ月未満の発熱は要注意
重症細菌感染症の頻度が

比較的高い



集団保育と感染症

• 保育園・幼稚園に入園すると…

☑ 頻回に発熱する（特に最初の半年以内）

☑ 鼻汁がずっと継続する

・薬飲んでいるけど治らなくって…
・免疫が弱いのでしょうか？



集団保育と感染症

• 保育園・幼稚園の入園後…頻回の発熱、鼻汁/咳がずっと…

症状

日数

発熱 発熱 発熱

鼻水・咳

☑ 中耳炎や肺炎の有無の評価
☑ 飲水・食事摂取の状況の評価
☑ 呼吸や循環動態の評価



集団保育と感染症

• 保育園・幼稚園の入園後…頻回の発熱、鼻汁/咳がずっと…

症状

日数

ウイルスA ウイルスB ウイルスC



2歳女児
発熱

☑ 当院の職員のお子様
☑ 集団保育あり
☑ 当時の職員規定で家族が発熱したら

コロナを含めたチェックが必要

4種類のウイルスが陽性
・アデノウイルス
・ライノウイルス
・パラインフルエンザウイルス3型
・RSウイルス



胎児期 新生児/乳児期 幼児期 学童期 高齢者成人期

小児期は風邪を繰り返しながら大きくなっていく

思春期

ウイルス感染症を繰り返しながら
免疫を獲得していく



小児の感染症の特徴

☑ 乳幼児は呼吸が苦しくなりやすい

☑ 低年齢では脱水になりやすい

⇒ご家族による適切な“受診行動・ホームケア”が重要

大人のウイルス感染症は…

「水分飲んで、おかゆ食べながら 寝といて」・・・・



小児の初期評価 Pediatric Assessment Triangle（PAT）

見た目（ Appearance ）
・ぐったり
・意識がわるい
・だらんとしている
・極端な不機嫌

循環（ Circulation ）
・皮膚が蒼白
・手足が冷たい
・皮膚色がまだら （特に赤ちゃん）

呼吸（ Breathing ）
・呼吸が早い
・陥没呼吸
・肩呼吸

早期に診察・対応が必要な所見

外観 呼吸

循環



小児患者の対応

☑ 重症度の評価

重症：速やかに入院で対応
中等症：入院または外来で対応

軽症：外来管理

帰宅後の自宅でのホームケアがとても大切
（実際に看病するのはご家族）

外観 呼吸

循環



ホームケアについて

https://www.cn-pen.org/homecare/index.html



教えてドクター
https://oshiete-dr.net/oshietedr/pdf/



発熱



発熱のホームケア

昔の指導 今の指導

熱があるときは入浴禁止 元気なら短時間ぬるめのお湯で入浴可

体の冷却は額を冷やす 脇の下や首、足の付け根を冷やす
額を冷やしても効果なし

冷却シートは使ってもいいが、口や鼻を
塞ぐ窒息のリスクがあり、乳児には注意。

厚着にさせて汗をかかせると
熱が下がりやすい

熱があるときは熱がこもりやすく、
脱水になりやすいため、
薄着にしてすずしくさせる

熱が出ると脳に障害が残るので
すぐに病院に行く必要がある

発熱は体の防御反応で、脳に障害が出
ることはないので慌てる必要はない

解熱剤は使うと治りが遅くなる 解熱剤で治りが遅くなることはない



本日の内容

１
• 小児の免疫と感染症に関する基礎知識

２
• 抗菌薬（抗生物質）の役割について

３
• 感染症の予防（感染対策・ワクチン）

4 • 妊婦さんへの注意事項



【質問】

風邪に抗菌薬（抗生物質）は効きますか？



風邪に抗菌薬は効きません！

風邪＝感冒・急性上気道炎

ウイルス 細菌

病原体

抗菌薬

効果なし
効果あり

抗菌薬

自然に改善



未就学児の親御さんを対象とした調査結果

https://amr.ncgm.go.jp/pdf/20230828_press.pdf?fbclid=IwAR3fDhUazSWVftz-
Tvg1j3zP8dhGHqD-fhxR_IrXC5M4MwrOfD_j9UEfbzk

全国の20歳-59歳の未就学児の親を対象とした｢抗菌薬(抗生物質)に関する調査｣＠2023年6⽉



未就学児の親御さんを対象とした調査

https://amr.ncgm.go.jp/pdf/20230828_press.pdf?fbclid=IwAR3fDhUazSWVftz-
Tvg1j3zP8dhGHqD-fhxR_IrXC5M4MwrOfD_j9UEfbzk

全国の20歳-59歳の未就学児の親を対象とした｢抗菌薬(抗生物質)に関する調査｣＠2023年6⽉



肺炎球菌ワクチン/ヒブ（Hib）ワクチンの導入

小児の感染症の診療は大きく変化

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-Daijinkanboukouseikagakuka-Kouseikagakuka/0000145357.pdf

Hib髄膜炎は皆無に！ 肺炎球菌感染症も半減



肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチンの導入後の
こどもの発熱診療

ウイルス
ウイルス

ウイルス

ウイルス

ウイルス ウイルス

ウイルス

ウイルス

ウイルス

ウイルス

ウイルス

ウイルス

ウイルス感染症の
頻度が圧倒的に多い

ウイルス

ウイルス
細菌 溶連菌感染症や

急性中耳炎など



特に小児期は感冒に罹患する頻度が多い
⇒頻回に抗菌薬の投与をうけていると耐性化

1年
間
の
ど
れ
く
ら
い
風
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を
ひ
く
か

（
回
数
）

年齢
Lancet (London, England). 2003;361(9351):51-59. 



“細菌”は繰り返し抗菌薬曝露を受けると耐性化

細菌側も進化して、薬が効きにくい菌が増えてくる

AMR臨床レファレンスセンター http://amr.ncgm.go.jp/general/1-2-1.html

http://#


薬剤耐性菌による死亡が2050年には死因の1位に

Jim O’Neill. Review on Antimicrobial Resistance https://amr-review.org/Publications.html

☑ 2050年には1000万人が薬剤耐性菌で死亡
☑ 癌による死亡820万人をこえ、死因の1位に

アジアは重要なターゲット

薬剤耐性菌での死亡

癌での死亡

COVID-19の累計死者数
約700万人



薬剤耐性 (AMR) に対する世界と日本の動き

2011年
No Action Today, No Cure Tomorrow
今動かなければ手遅れになってしまう

2015年
世界各国に「薬剤耐性に関する行動計画」を
提示するよう声明

厚生労働省が「薬剤耐性対策アクションプラン」発表2016年

☑ 抗菌薬の乱用を控える
☑ 感冒には抗菌薬が効かないことを啓発



抗菌薬（抗生物質）について

• 抗菌薬（抗生物質）は細菌感染症（溶連菌・中耳炎など）に使用する

• ウイルスには無効＝風邪には効かない！

• 抗菌薬の頻回の使用⇒薬剤耐性菌の増加



本日の内容

１
• 小児の免疫と感染症に関する基礎知識

２
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３
• 感染症の予防（感染対策・ワクチン）

4 • 妊婦さんへの注意事項



感染症の予防

感染対策：手洗い等 ワクチン



日常生活の中でできる感染対策
手洗いは重要

Am J Infect Control.2015 Feb 1; 43(2):112-114

感染しやすい粘膜である目=3回、鼻= 3回、口=4回を
無意識に触っていた

1時間に平均23回（4〜153回）顔を触る

森 功次ら. 感染症学会雑誌 2006, 80：496-500

手洗いなし

水洗い

アルコール

ｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞﾝ

4級ｱﾝﾓﾆｳﾑ

ﾊﾝﾄﾞｿｰﾌﾟA
ﾊﾝﾄﾞｿｰﾌﾟB
ﾊﾝﾄﾞｿｰﾌﾟC

ウイルスの量少 多

胃腸炎を起こすウイルスの測定
（アルコールが効きにくい病原体）



ワクチンとは

☑ かかった時に重症化するリスクが高い疾患

☑ 感染力が強い病原体
（多くの人にうつしてしまう可能性が高い）

あらかじめ
弱毒化した病原体（生ワクチン）
病原体の一部（不活化ワクチン）

を接種することで罹患予防・重症化予防



38年前の母子手帳



現在のワクチンスケジュール

https://www.know-vpd.jp/dl/schedule_age7.pdf



ワクチンの導入により感染症疫学は大幅に変化

• ☑ヒブの感染症（髄膜炎）は皆無に

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-Daijinkanboukouseikagakuka-Kouseikagakuka/0000145357.pdf



ワクチンの導入により感染症疫学は大幅に変化

• 水痘も大きく減少

https://www.niid.go.jp/niid/ja/varicella-m/varicella-idwrs/10892-varicella-20220113.html



保育園でのB型肝炎の集団感染

• 2002年（平成14年）に佐賀県の保育園で

計25名（園児19名、職員6名）のB型肝炎集団感染が報告
http://www.asunet.ne.jp/~bbb/92-27.html

• B型肝炎の慢性感染（通称：キャリア）の保育士さん

⇒当時ワクチンは定期接種ではなく、集団感染が起こった



任意接種は重要ではない？⇒No！

• おたふくかぜのワクチンは現在任意接種

• 耳下腺炎自体は自然に経過するのを待つ

• 合併症として難聴（不可逆）、精巣炎（不妊）

• 特に難聴は高頻度：1000人に1人の割合



本日の内容

１
• 小児の免疫と感染症に関する基礎知識

２
• 抗菌薬（抗生物質）の役割について

３
• 感染症の予防（感染対策・ワクチン）

4 • 妊婦さんへの注意事項



妊娠中の母体から赤ちゃんへの感染症を防ぐ

周産期感染症/先天性感染症
・サイトメガロウイルス
・トキソプラズマ
・風疹
・梅毒

発達の遅れなどの
様々な症状



先天性感染症の予防のための啓発
トーチ（TORCH）の会［患者会］

トーチの会ホームページより
https://toxo-cmv.org/



トーチの会ホームページより
https://toxo-cmv.org/wp/wp-content/uploads/2022/09/clause11_il.pdf



トーチの会ホームページより
https://toxo-cmv.org/download/#link11kajo

加熱が不十分な肉の代表例

☑ 生ハム☑ ローストビーフ

生ハム：非加熱食肉製品
サラミ・ジャーキー：乾燥食肉製品

☑ 猫の糞 ☑ 土壌：ガーデニング



トーチの会ホームページより
https://toxo-cmv.org/download/#link11kajo

先天性サイトメガロウイルス感染症

乳幼児期のサイトメガロ感染症は症状がでないことが多い（無症候性）



トーチの会ホームページより
https://toxo-cmv.org/download/#link11kajo

先天性サイトメガロウイルス感染症

乳幼児期のサイトメガロ感染症は症状がでないことが多い（無症候性）

☑ 妊娠中の性交渉
（オーラルセックス）

☑ こどもの食べ残しを食べない
☑ おむつを交換した後は手を洗う

☑ 自身の抗体の有無を知っておく



詳細はトーチの会のホームページを参照



まとめ

☑ 小児の免疫と感染症に関する基礎知識

乳幼児期は頻回にウイルス感染症を起こす

適切な受診行動とホームケアが重要

☑ 抗菌薬（抗生物質）の役割について

ウイルスに抗菌薬は無効である

☑ 感染症の予防：感染対策・ワクチン

手洗い・ワクチン接種の重要性

☑ 妊婦さんへの注意事項

赤ちゃんを守るため、妊娠中も感染症のリスクを適切に認識する
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